今 私たちの 前に は、 その 事件が 当事者の 愛の 純情に 

発して いると いう 意味で 人の 心 を 打った 二つの 現象が 

示されて いる 訳です が、 私 は 松 本 伝 平氏の 場合と 弓 子 

さんの 場合と は、 それぞれ 別の もので、 違った 分析が 

されなければ ならない もので はなかろう かと 考えます _ 

松 本 氏が、 急に なくなられた 許婚の 愛人 栄子 さんと 

岳父の 代人で 結婚の 盃を あげられた 行為 は、 氏の 年齢 

や 学歴 やその 地方での 素封家で あると いうよう な 条件 

と 対照して、 私共の 注意 を 一 層 呼び 起した と 思われ ま 

す。 「松 本 氏の 年 や 地位に てらして 何とい う 今の 世に 

珍しい 純情であろう！」 そこに 同晴と 或る 感歎が 与え 



こされて いる 古風な もの、 封建的な もの を 感じた だけ 

です。 

愛情に 対して そのよう にこま やかな 松 本 氏の 性質と 

地位と が 明らかと なった 今日で は、 きっと 多くの 若い 

婦人の 関心 を ひいて いるであろう から、 或は 却って 将 

来 松 本 氏に と つ て は 幸福な 結婚 の 可能性が 増した ， J と 

になって いるか も 知れません。 

栄 子さん に対して ああい う 風な 形で 熱情 をう ちかけ 

たからと 云って、 これから 松 本 氏が 生涯 を 独身で 送る 

であろう とか、 そうあって こそ 本当の 純情 だと か 思う 

人が あったら、 私 は それ こそ 人間の 心 を 安つ ぼく かた 



- あると 思います。 

或る 場合、 或る 種の 人間に とって は、 松 本 氏の よう 

な 苦しい 愛情 を 経験した とき、 その 精神的 感動と 緊張 

とが 深大 であれば ある 程、 感覚的な 放散がなければ 生 

きる 抜道がない 事 さえ も ある。 いずれにせよ、 私は卑 

俗な センチ メンタ リズムで 松 本 氏が 自繩 自縛 の 偽善に 

陥られぬ よう 希望す るし、 私達の 態度と して は、 こう 

いう 人生の めぐり 合わせに 対して 思いやり 深く、 しか 

も 鋭く 明瞭に 且つ 現実的に 事態 を 省察して、 その実 際 

の 条件の 内から 当事者と 周囲と を、 一 番 幸福に し 得る 

方法 を 見出す 努力 をす るよう に、 しっかり として ひる 



力の 弱い ものに は 楽です。 そして、 それ 等の 作品の 土 

台と なる 社会の 現実の 多様な 面から、 そのような 傾向 

性 を 強調し、 とり 出して 来ようと する。 

楽な 方向へ クッシ ョ ンの ある 方へ 方へ と 体 をず りこ 

ますこと で、 一層 日の 光に も 堪えぬ ものと なって ゆく 

のです。 

私 は 賢し こい 読者に 多く を 云わず、 或る 方々 は 全集 

の 装幀が 華 やか だか ら 購読な さるで あろ ぅバ ルザ ック 

の 作品の 中から、 一 つの 文句 をと り 出そうと 思います _ 

バ ルザ ック はこうい う 意味 を 結論した。 「民衆と 女と 

は、 吾々 の 平和の ために 圧え てお かなければ ならぬ も 
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